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TOUGH SHOP 広島
代理店 株式会社ハンズ
〒730-0051
広島市中区大手町3丁目7－2
TEL. 0 8 2（ 5 4 4 ）6 3 1 1
FAX． 0 8 2（ 5 4 4 ）6 3 1 2

10 2024（令和6年）

国　税／ 9月分源泉所得税の納付 10月10日
国　税／ 特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

 10月15日
国　税／ 8月決算法人の確定申告

 （法人税・消費税等） 10月31日
国　税／ 2月決算法人の中間申告 10月31日
国　税／ 11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）  10月31日
地方税／ 個人住民税第3期分の納付

 市区町村の条例で定める日
労　務／ 労働者死傷病報告（7月～9月分） 10月31日
労　務／ 労災の年金受給者の定期報告
 （7月～12月生まれ） 10月31日
労　務／ 労働保険料第2期分の納付 10月31日
 （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　この10月１日から、パート・アルバイトの
社会保険の加入要件が拡大されます。被保険
者数が51人以上の企業等（特定適用事業所）に
おいて、週の所定労働時間が20時間以上、月
額賃金が8.8万円以上といった要件を満たすパー
ト等が、短時間労働者として健康保険・厚生
年金保険の加入対象となります。

ワンポイント 社会保険の加入要件拡大

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

14日・スポーツの日

チカラシバ
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10 月号─2

　
こ
こ
数
年
、
ブ
ー
カ
（
V
U
C
A
）

の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
V
U

C
A
と
は「
変
動
性V

olatility

」「
不

確
実
性U

ncertainty

」「
複
雑
性

Com
plexity

」「
不
明
瞭
性A

m
bigu-

ity

」の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、

物
事
の
不
確
実
性
が
高
く
将
来
の
予

想
が
困
難
と
い
う
意
味
で
す
。

　
従
来
は
、
経
営
に
限
ら
ず
医
療
、

社
会
問
題
、教
育
等
幅
広
い
分
野
で
、

素
早
さ
、
分
か
り
や
す
さ
、
問
題
解

決
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
し
た
。
情

報
を
パ
ッ
と
集
め
、
分
析
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
A
案
・
B
案
・
C
案

と
ま
と
め
、
会
議
な
ど
で
、
あ
る
い

は
上
司
に
対
し
て
選
択
し
て
く
だ
さ

い
と
提
案
。
こ
の
よ
う
な
人
が
会
社

に
重
要
な
人
で
あ
り
、
有
能
で
あ
る

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
ブ
ー
カ
の
時
代
に
は
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

　
従
来
の
よ
う
な
情
報
収
集
力
、
処

理
能
力
、
分
析
能
力
、
立
案
能
力
、

問
題
解
決
能
力
等
は「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」（
い
わ
ゆ
る
問
題

解
決
能
力
）と
言
わ
れ
ま
す
。

　
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は「
何
か
で
き
る
」

と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

は
前
提
と
し
て
、
こ
の
能
力
を
発
揮

す
べ
き
状
況
や
問
題
、
そ
し
て
発
揮

す
る
方
法
（
正
解
が
あ
る
仕
事
）
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
人
間
の
次
の
主
戦
場
を
考
え
る
切

り
口
の
1
つ
は「
正
解
が
あ
る
仕
事
」

と
「
正
解
が
な
い
仕
事
」
で
す
。
正

解
が
な
い
仕
事
は
要
求
や
条
件
が
曖

昧
で
、「
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」

「
ど
う
や
っ
て
進
め
れ
ば
い
い
の
か
」

が
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
い
仕
事
で
す

が
、
今
増
え
て
い
る
の
は
正
解
が
な

い
仕
事
で
す
。

　
こ
の
正
解
が
な
い
仕
事
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
発
揮
で
き
る

人
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

　
本
来
、
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
で
す
が
、
そ
れ

に
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
を
つ
け
た
「
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
、

矛
盾
す
る
二
つ
の
語
句
を
組
み
合
わ

せ
た
言
葉
の
よ
う
で
何
の
こ
と
だ
ろ

う
？
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

は
何
か
を
「
し
な
い
で
お
く
」
能
力
、

す
ぐ
に
結
論
を
出
さ
な
い
、
判
断
し

な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
、
決
め
つ

け
な
い
、
逃
げ
な
い
、
思
考
停
止
し

な
い
等
の
能
力
で
す
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
行
動
す
る
、
介

入
す
る
、
意
思
決
定
す
る
に
対
し
、

待
つ
、
辛
抱
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と

で
不
確
実
さ
、
曖
昧
さ
、
違
和
感
を

許
容
し
留
ま
る
能
力
、
立
ち
す
く
む

の
で
は
な
く
立
ち
止
ま
る
勇
気
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
正
解
が
あ
る
仕
事
と
な
い
仕
事
の

狭
間
を
辛
抱
強
く
吟
味
し
て
い
く
中

で
、
新
し
い
可
能
性
の
道
は
見
つ
か

り
ま
す
。
従
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は
互
い
に
補
完
し

合
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

理
解
す
る

　
こ
こ
ま
で
の
説
明
で
は
、「
立
ち

止
ま
る
」「
動
か
な
い
」
等
が
強
調
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
ブ
ー
カ
時
代
は
考
え
て
も
答
え
が

出
な
い
、
小
さ
な
ミ
ス
で
あ
る
な
ら

良
い
、
そ
の
よ
う
な
中
で
成
功
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

　
そ
の
問
い
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の

が
「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
仕
事
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
で

す
。

　
経
営
学
者
の
サ
ラ
ス
・
サ
ラ
ス
バ

シ
ー
教
授
は
、
新
し
い
市
場
や
産
業

創
造
と
い
う
極
め
て
不
確
実
性
の
高

い
問
題
に
繰
り
返
し
対
処
し
て
き
た

熟
達
し
た
起
業
家
を
対
象
に
意
思
決

定
の
実
験
を
行
い
、
彼
ら
が
共
通
し

て
活
用
す
る
思
考
様
式
を
見
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
体
系
的
に
ま
と
め
た

の
が
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

つ
ま
り
、
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
不
確
実
性
に
対
処
す
る
方

法
で
す
。
こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、

正解がない仕事の

考え方・進め方　



3─10月号

こ
れ
ま
で
の
経
営
学
が
重
視
し
て
き

た
コ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
対
比
す
る
と

理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
コ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
は

【
図
】の
と
お
り
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
時
点
で
具
体
的
な
目
的

が
特
定
さ
れ
、
そ
の
上
で
顧
客
の

ニ
ー
ズ
や
競
合
す
る
企
業
や
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
リ
サ
ー
チ
を
実
施
。
そ
れ
を
基

に
期
待
利
益
を
予
測
し
て
戦
略
計
画

を
立
て
る
…
。
今
日
ま
で
の
経
営
学

な
ら
び
に
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
に
お
い
て

広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
企

業
に
と
っ
て
当
初
か
ら
目
的
が
明
確

で
あ
り
、
ま
た
、
環
境
が
分
析
に
基

づ
い
て
予
測
可
能
な
場
合
に
有
効
で

あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

５
原
則
と
は

　
必
ず
し
も
最
初
か
ら
機
会
が
見
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、ま
た
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
ニ
ー

ズ
や
潜
在
顧
客
を
特
定
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
極
め
て
不
確
実
性
の
高
い

状
況
の
下
、
新
し
い
事
業
や
市
場
の

機
会
を
一
歩
一
歩
創
造
し
て
い
く
ア

プ
ロ
ー
チ
が
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。

　
熟
練
し
た
起
業
家
の
意
思
決
定
の

論
理
は
目
的
で
は
な
く
、
手
中
に
あ

る
手
段
を
所
与
と
し
、
そ
れ
を
活
用

し
て
生
み
出
す
こ
と
の
出
来
る
効
果

（
エ
フ
ェ
ク
ト
）
を
重
視
す
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
で
は
、エ
フ
ェ

ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
5
つ
の
思
考

様
式
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
手
中
の
鳥
の
原
則

　
英
語
の
こ
と
わ
ざ
で
す
が
、

－

あ
な
た
が
手
に
し
て
い
る
一
羽
の

鳥
は
、
姿
の
見
え
な
い
多
く
の
鳥

よ
り
も
価
値
が
あ
る

　
不
確
実
な
資
源
を
追
い
求
め
る
の

で
は
な
く
、
今
、
手
の
中
に
あ
る
手

段
（
資
源
）
で
何
が
出
来
る
か
を
発

想
し
、
着
手
し
よ
う
。

⑵
　
許
容
可
能
な
損
失
の
原
則

－

熟
達
し
た
起
業
家
は
命
が
け
の

ジ
ャ
ン
プ
を
し
な
い

　
許
容
で
き
る
損
失
の
範
囲
を
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
て
お
き
、
そ
れ
を
超

え
な
い
よ
う
に
行
動
す
る
（
ハ
イ
リ

ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
に
か
け
な
い
）。

⑶
　
レ
モ
ネ
ー
ド
の
原
則

－

人
生
が
酸
っ
ぱ
い
レ
モ
ン
を
与
え

る
な
ら
、
無
駄
だ
と
思
わ
ず
レ
モ

ネ
ー
ド
を
作
れ

　
失
敗
作
や
欠
陥
品
を
恐
れ
ず
、
そ

れ
を
生
か
す
方
法
を
考
え
よ
う
。

⑷
　
ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ル
ト
の
原
則

－

形
や
大
き
さ
、
柄
が
様
々
な
キ
ル

ト
を
不
規
則
に
縫
い
合
わ
せ
よ
う

　
商
売
を
し
て
い
る
と
、
突
然
、
自

店
の
近
く
に
競
合
店
が
出
て
く
る
場

合
が
往
々
に
あ
る
。「
何
で
出
店
し

て
く
る
ん
だ
？
」。し
か
し
、後
に
な
っ

て
理
由
が
分
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

積
極
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
な

ろ
う
と
行
動
す
る
と
、
こ
れ
が
事
業

拡
大
に
つ
な
が
る
。

　
起
業
家
は
競
合
他
社
で
さ
え
も
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
し
、
事

業
拡
大
の
た
め
に
良
好
な
関
係
を
築

い
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

⑸
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
原
則

－

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
常
に
操
縦
桿
を
握

り
現
状
を
把
握
し
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
行
動
し
て
い
る

　
不
確
実
性
を
予
測
す
る
の
で
は
な

く
、
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
要
素
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
す
。

【
参
考
文
献
】

　「
答
え
を
急
が
な
い
勇
気
」

　
　
著
者
　
枝
廣
淳
子

　「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
著
者
　
吉
田
満
梨
、
中
村
龍
太

図　コーゼーションのプロセス

吉田満梨氏、中村龍太氏　作成

ス
タ
ー
ト

時間ととも
に変化する
環境に適応

新しい
・製品
・企業
・市場

の機会を特定
マーケット
リサーチ
の実施

競争分析
の実施

事業計画
の策定

計画実施
のために
適切な資源と
利害関係者
を獲得



10 月号─4

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
始
ま
り
、
今
月
で
１
年

に
な
り
ま
す
が
、
税
務
署
に
は
様
々

な
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質

問
を
取
り
上
げ
ま
す
。

立
替
払
い
（
取
引
先
）

　
A
社
が
、
取
引
先
の
B
社
に
経

費
を
立
て
替
え
て
も
ら
っ
た
場
合
、

経
費
の
支
払
先
で
あ
る
C
社
か
ら

交
付
さ
れ
た
B
社
宛
の
イ
ン
ボ
イ

ス
を
そ
の
ま
ま
受
領
し
た
と
し
て
も
、

受
領
し
た
も
の
を
自
社
の
イ
ン
ボ
イ

ス
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
は
、
立
替
払
い
を
し
た
B

社
か
ら
、
立
替
金
精
算
書
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
C
社

か
ら
行
っ
た
課
税
仕
入
が
自
社
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。【
図
１
】参
照

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
立

替
払
い
を
す
る
B
社
が
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
で
は
な
い
事
業
者
で

あ
っ
て
も
、
C
社
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
A
社
は
仕
入

税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
替
払
い
（
従
業
員
）

　
従
業
員
が
、
自
社
の
事
業
に
必
要

な
物
品
を
自
ら
購
入
し
、
宛
名
に
従

業
員
名
が
記
載
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス

を
受
領
し
た
場
合
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ

ス
の
保
存
の
み
で
は
、
仕
入
税
額
控

除
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
に
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
の
従
業
員
が
自
社
に
所

属
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

従
業
員
名
簿
な
ど
の
保
存
を
併
せ
て

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
従
業
員
名
簿
な
ど
が
な
い

場
合
は
、
宛
名
に
従
業
員
名
が
記
載

さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
と
、
そ
の
従
業

員
が
作
成
し
た
立
替
金
精
算
書
を
受

領
・
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

E
T
C

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
カ
ー

ド
の
利
用
者
に
交
付
す
る
利
用
明
細

書
は
、
利
用
者
で
あ
る
事
業
者
に
対

し
て
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
っ
た

他
の
事
業
者
が
作
成
・
交
付
す
る
書

類
で
は
な
い
こ
と
や
、
課
税
資
産
の

譲
渡
等
の
内
容
や
適
用
税
率
な
ど
イ

ン
ボ
イ
ス
の
記
載
事
項
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
イ

ン
ボ
イ
ス
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
り
高
速
道
路
の
利
用
料
金
を
精
算

す
る
会
社
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
高
速
道
路
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
高
速

道
路
会
社
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
通
行
料
金
が
確
定
し
た
後

に
、
簡
易
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
事
項

に
係
る
電
磁
的
記
録
（
以
下
「
利
用

証
明
書
」）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
そ

れ
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
利
用
証
明
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
明

細
書
の
受
領
ご
と
に
行
う
必
要
は
な

く
、
利
用
し
た
高
速
道
路
会
社
ご
と

に
任
意
の
一
取
引
に
係
る
利
用
証
明

書
を
一
回
の
み
取
得
・
保
存
す
れ
ば
、

保
存
要
件
を
満
た
し
ま
す
。

仮
払
消
費
税
等
の
経
理
方
法

　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
以
外
の

者
か
ら
の
仕
入
れ
に
は
、
仕
入
税
額

相
当
額
の
80
％
ま
た
は
50
％
を
控
除

で
き
る
経
過
措
置
が
採
ら
れ
て
い
ま

す
。
税
抜
経
理
を
行
う
場
合
、
経
過

措
置
期
間
中
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
前
の
仮
払
消
費
税
等
の
額
の
80
％

ま
た
は
50
％
相
当
額
を
仮
払
消
費
税

等
の
額
と
し
、
残
額
を
仕
入
れ
等
の

価
額
と
し
て
所
得
税
や
法
人
税
の
計

算
を
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
こ
の
取
扱
い
が
見
直
さ
れ
、
経
過

措
置
期
間
終
了
後
の
原
則
と
な
る
取

扱
い
を
先
取
り
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
以
外
か
ら
の
仕
入
れ
に

つ
い
て
、
消
費
税
等
の
額
を
取
引
の

対
価
の
額
と
区
分
し
な
い
で
経
理
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を

適
用
す
る
事
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る
２

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
か
ら
１
年
　

〜
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
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割
特
例
制
度
適
用
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
仕
入
税
額
控
除
を
適
用
す
る
に

あ
た
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
等
の
有
無
が

要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
前
と
同
様
の

額
を
仮
払
消
費
税
等
の
額
と
し
て
計

上
す
る
方
法
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
理
方
法

は
、
令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
の
取

引
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。【
図
２
】参
照

出
張
旅
費
・
通
勤
手
当
な
ど

　
従
業
員
な
ど
に
支
給
す
る
出
張
旅

費
や
宿
泊
費
、
日
当
な
ど
の
う
ち
、

そ
の
旅
行
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ

る
部
分
の
金
額
は
、
課
税
仕
入
に
係

る
支
払
対
価
の
額
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
従
業
員
は
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
で
は
な
い
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
の

交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
定

の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
の
み
の
保

存
で
仕
入
税
額
控
除
が
可
能
で
す
。

　
同
様
に
、
従
業
員
な
ど
に
支
給
す

る
通
勤
手
当
の
う
ち
、
通
勤
に
通
常

必
要
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
金
額
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
事
項
を
記
載
し

た
帳
簿
の
み
の
保
存
で
、
仕
入
税
額

控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図２　仮払消費税等の額の経理処理
⑴　原則
総勘定元帳
月 日 摘要 借方
11 3 ㈱○○　雑貨　80％対象 *1 30,600

（仮払消費税等） 2,400

⑵　新たに認められることとなった経理処理
①　全事業者
総勘定元帳
月 日 摘要 借方
11 3 ㈱○○　雑貨　80％対象 *2 33,000

（仮払消費税等） 0

* １：「経過措置の対象である旨」の記載が必要（簡易課税制度適用者・2割特例適用者は不要）
*２： 仮払消費税等の計上はないものの、消費税の計算上、経過措置を適用するのであれば、「経過措置の対象である旨」

の記載が必要（簡易課税制度適用者・2割特例適用者は不要）
*３：経過措置の対象である旨の記載は不要

② 　簡易課税制度適用者・2割特例適用者のみ（継続適用が要件）
総勘定元帳
月 日 摘要 借方
11 3 ㈱○○　雑貨　 80％対象 *3 30,000

（仮払消費税等） 3,000

※免税事業者（㈱○○）からの仕入れ

差額（仮払消費
税の20％分）を
本体価額に算入

税込価額：33,000 円

×
10
× 80％仕入れ：30,600円

110
仮払消費税等： 2,400円

B 社御中・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　C社

B社御中・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　C社

A社御中
立替金精算書
・・・・・・・
　　　　　B社

図 1　立替金の取引図

課税資産の譲渡等

▲

自社（A社）

（立替えを受ける者）

精算 立替払

インボイス
の交付

インボイス・
精算書の交付

取引先（B社）

（立替払を行う者）

仕入先（C社）

（課税資産の譲渡等を行う者）

C社が B社宛に交付するインボイスが A社のものであることを
明らかにするため、B社が作成した精算書を併せて交付します。
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一

　法
律
の
概
要
■
■
■
■
■
■
■

⑴

　制
定
の
背
景

　
近
年
、
働
き
方
の
多
様
化
が
進
展

し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う
働
き
方

が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
実
態
調
査
や
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
・
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
な

ど
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
取

引
先
と
の
関
係
で
様
々
な
問
題
・
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
も
顕

著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

《
参
考
》

　
実
態
調
査
（
令
和
３
年
　
内
閣
官

房
ほ
か
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
調
査

結
果
が
あ
り
ま
し
た
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
約
４
割
が
報

酬
不
払
い
、
支
払
遅
延
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
約
４
割
が
記

載
の
不
十
分
な
発
注
書
し
か
受
け

取
っ
て
い
な
い
か
、
そ
も
そ
も
発

注
書
を
受
領
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
ブ

ル
１
１
０
番
で
は
、
次
の
よ
う
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

・
　
報
酬
の
支
払
い
に
関
す
る
相
談

・
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
就
業
環
境

に
関
す
る
相
談

　
こ
れ
ら
は
、
業
務
委
託
を
受
け
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
発
注
事
業
者
と
の

間
に
、
交
渉
力
や
情
報
収
集
力
の
格

差
が
生
じ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
弱
い

立
場
に
置
か
れ
や
す
い
関
係
性
に
あ

る
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵

　法
の
目
的

　
前
述
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
次
の
２
点
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
同
法
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
企
業
な
ど
の

発
注
事
業
者
の
間
の
取
引
の
適
正

化
・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
就
業
環
境
の

整
備

二

　発
注
事
業
者
の
義
務
■
■
■
■

　
発
注
事
業
者
が
満
た
す
要
件
に
応

じ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
し
て
の
義

務
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
を

要
し
ま
す
。

　
発
注
事
業
者
を
A
〜
C
の
３
種

類
に
区
分
し
て
見
て
い
き
ま
す
。

【
発
注
事
業
者
A
】 

　
次
の
２
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・
　
従
業
員
を
使
用
し
て
い
な
い

※
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
同
士
の
取
引
の

場
合
は
、
業
務
を
発
注
す
る
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
に

該
当
し
ま
す
。

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

①
　
書
面
等
に
よ
る
取
引
条
件
の
明

示
　
　
業
務
委
託
を
し
た
場
合
、
書

面
・
メ
ー
ル
等
の
電
磁
的
方
法
に

よ
り
、
直
ち
に
、「
業
務
の
内
容
」

「
報
酬
の
額
」「
支
払
期
日
」
な
ど

一
定
の
取
引
条
件
を
明
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
す
。

【
発
注
事
業
者
B
】 

　
次
の
２
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・
　
従
業
員
を
使
用
し
て
い
る

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

　
前
述
の
①
に
加
え
、
次
の
②
〜
④

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

②
　
報
酬
支
払
期
日
の
設
定
・
期
日

内
の
支
払

　
　
発
注
し
た
物
品
等
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
数
え
て
「
60
日
以
内
」

の
で
き
る
限
り
早
い
日
に
報
酬
支

払
期
日
を
設
定
し
、
期
日
内
に
報

　
今
年
11
月
１
日
よ
り
、「
特
定
受

託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
」（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
）
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
で
働
く
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業

務
委
託
を
行
う
発
注
事
業
者
に
対

し
、
業
務
委
託
を
し
た
際
の
取
引
条

件
の
明
示
、
物
品
等
を
受
領
し
た
日

か
ら
原
則
60
日
以
内
で
の
報
酬
支

払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
た
め
の

体
制
整
備
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
法
律
の
概
要
や
事

業
者
が
注
意
し
て
お
き
た
い
点
な
ど

を
解
説
い
た
し
ま
す
。

フリーランスとの
取引適正化　　　
～新法が施行されます～
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酬
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

③
　
募
集
情
報
の
的
確
表
示

　
　
広
告
な
ど
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

募
集
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る

際
に
、
次
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

・
　
虚
偽
の
表
示
や
誤
解
を
与
え

る
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
（
違
反
の
例
：
意
図
的
に
実

際
の
報
酬
額
よ
り
も
高
い
額
を

表
示
す
る
、
業
務
に
用
い
る
パ

ソ
コ
ン
や
専
門
の
機
材
な
ど
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
自
ら
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
旨
を
記
載
せ
ず
表
示

す
る
等
）

・
　
内
容
を
正
確
か
つ
最
新
の
も

の
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
（
違
反
の
例
：
既
に
募
集

を
終
了
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
削
除
せ
ず
表
示
し
続
け

る
）

④
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
係
る
体

制
整
備

　
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
に
関
し
、
次
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

・
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
旨
の
方
針
の
明
確

化
、
方
針
の
周
知
や
啓
発
（
対

応
例
：
社
内
報
の
配
布
、
従
業

員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
）

・
　
相
談
や
苦
情
に
応
じ
、
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体

制
の
整
備
（
対
応
例
：
相
談
担

当
者
を
定
め
る
、
外
部
機
関
に

相
談
対
応
を
委
託
す
る
）

・
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
事
後
の

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
（
対
応

例
：
事
案
の
事
実
関
係
の
把
握
、

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
措
置
）

　
な
ど

【
発
注
事
業
者
C
】

　
次
の
3
点
を
満
た
す
事
業
者
が
該

当
し
ま
す
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
委
託
を

す
る
事
業
者

・
　
従
業
員
を
使
用
し
て
い
る

・
　
一
定
の
期
間
以
上
行
う
業
務
委

託
で
あ
る

《
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
》

　
前
述
の
①
〜
④
に
加
え
、
さ
ら
に

次
の
⑤
〜
⑦
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

⑤
　
禁
止
行
為

　
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
対
し
、「
１

か
月
」
以
上
の
業
務
委
託
を
し
た

場
合
、
次
の
７
つ
の
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

　
　
受
領
拒
否
（
発
注
者
の
一
方
的

都
合
に
よ
り
発
注
取
消
し
を
し
て

受
け
取
ら
な
い
等
）
／
報
酬
の
減

額
／
返
品
／
買
い
た
た
き
（
著
し

く
低
い
報
酬
の
額
を
不
当
に
定
め

る
）
／
購
入
・
利
用
強
制
（
自
己

の
指
定
す
る
物
の
購
入
・
役
務
の

利
用
を
強
制
す
る
）
／
不
当
な
経

済
上
の
利
益
の
提
供
要
請
／
不
当

な
給
付
内
容
の
変
更
・
や
り
直
し

⑥
　
育
児
介
護
等
と
業
務
の
両
立
に

対
す
る
配
慮

　
　「
６
か
月
」
以
上
の
業
務
委
託

に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
育

児
や
介
護
な
ど
と
業
務
を
両
立
で

き
る
よ
う
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
申

出
に
応
じ
て
必
要
な
配
慮
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。

　
　
配
慮
の
例
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
妊
婦
検
診

を
受
診
す
る
た
め
の
時
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
就

業
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

・
　
育
児
や
介
護
等
と
両
立
可
能

な
就
業
日
・
時
間
と
し
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

　
　
や
む
を
得
ず
必
要
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

⑦
　
中
途
解
除
等
の
事
前
予
告
・
理

由
開
示

　
　「
６
か
月
」
以
上
の
業
務
委
託

を
中
途
解
除
し
た
り
、
更
新
し
な

い
こ
と
と
す
る
場
合
は
、
次
の
こ

と
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
　
原
則
と
し
て
30
日
前
ま
で
に

予
告
す
る
こ
と

・
　
予
告
の
日
か
ら
解
除
日
ま
で

に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
か
ら
理
由
の

開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

は
理
由
の
開
示
を
行
う
こ
と

三

　そ
の
他
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
こ
の
法
令
に
は
罰
則
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
法
令
違
反
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会

や
厚
生
労
働
省
か
ら
の
勧
告
・
命
令

に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
命
令
に
違
反
し
て
い
る
と
き

（
50
万
円
以
下
の
罰
金
）
や
、
求
め

ら
れ
た
各
種
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た

ま
た
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き

（
20
万
円
以
下
の
過
料
）
な
ど
の
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



10 月号─8

　日本経済はお金の価値が下がるインフレ
の時代になってきました。
　「手持ちの現預金で、今後の生活の見通
しが立つだろうか？」といった不安が頭の
中によぎります。このような時ですから、
富裕層の習慣・戦略に学ぶのも一つの方法
であると考えます。断片的になるかも知れ
ませんが紹介しましょう。
✿無駄をなくし、倹約に努める
　相続税の調査担当の経験がある元国税専
門官K氏の話。
　被相続人B氏を調べていると、思ってい
たより預金残高が少ない。そこでB氏の奥
さん（Cさん）に預金を見せてもらうと1,000
万円以上の預金があった。Cさんのこの“ヘ
ソクリ”はBさんから少しずつ預かってい
ただけのものでした。Cさんは家計簿をしっ
かりつけており、何に使ったかを説明でき
る人だったそうです。資産を残す人はお金

をきちんと管理できるという共通点があり
ます。
✿ できるだけ長く働き、労働収入・運用収
入・年金収入を確保する
　上場企業のエリートサラリーマンは退職
金・年金は豊かかも知れない。しかし、老
後は医療費、思わぬ出費が往々にしてあり
決して豊かであることは保証できません。
相続税の支払い対象者は商店主や職人が多
い。これは70代、80代まで仕事に就き収
入があることにも関係があると思われます。
✿「収入－生活費＝貯蓄・投資」から
 「収入－貯蓄・投資＝生活費」へ
　投資・貯蓄するには資金が必要です。先
ず、貯蓄・投資をしてその金額を取り崩さ
ず、その上で生活することを習慣づけます。
とりあえず20万円の手取りであったら2
万円を貯蓄・投資に回すよう頑張ります。
✿長期スパンで投資する
　20年以上の長期投資となれば、ほぼ安
全に資産は増やせると言われています。

インフレ時代の生活を守る

　試作品の説明会、契約のクロージング時
等、「何故肝心なところで、しくじるのだ
ろう」ということは誰しも経験します。
　強いストレスを感じるからでしょうが、
では、その対策・対応となるとどうでしょ
うか？フリーランサーK氏は「メンタルヘ
ルス・マネジメント」検定試験（大阪商工
会議所他主催）が自分のメンタルヘルスケ
アに役立ったと話します。
　さて、この試験は、Ⅰ種・Ⅱ種・Ⅲ種と
あり、Ⅲ種が一番やさしく、次にⅡ種、Ⅰ
種となりますが、Ⅲ種が最も役に立つ内容
が織り込まれているように思います。
　Ⅲ種は、「自らのストレスの状況、状態
を把握することにより、不調に早期に気づ
き、自らケアを行い、必要であれば助けを
求めることができる」という内容です。
　ストレスによる健康障害が起こるメカニ
ズムからストレスの対処法まで、幅広い分
野での知識が得られます。

メンタルヘルス・ 
マネジメント検定　

起
業
家
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生

A
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
経
て
、
現

在
は
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
を
30
数
店
舗

展
開
す
る
B
社
長
の
対
話
。

　
A
「
中
小
企
業
は
高
付
加
価
値
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
扱
わ
な
け
れ
ば

儲
か
ら
な
い
の
で
、
富
裕
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
…
」

　
B
「
富
裕
層
と
い
う
言
葉
は
分
か

る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
。
富
裕
層
と

い
う
漠
然
と
し
た
概
念
で
商
売
を
し

よ
う
と
す
る
と
足
元
を
す
く
わ
れ
る
。

そ
こ
で
我
が
社
は
、
ど
ん
な
時
に
ど

ん
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も

ら
え
る
か
、
言
い
換
え
る
と
必
要
な

時
に
必
要
な
も
の
・
こ
と
を
提
供
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。」

　
B
「
例
え
ば
、
産
後
間
も
な
い
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
せ
る
、
し
っ
か
り
し
た
ケ
ア
付

き
の
ホ
テ
ル
。
一
泊
５
万
円
で
、
滞

在
期
間
は
２
週
間
位
。
そ
れ
に
利
用

価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
お
客
様

の
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」

「
富
裕
層
」の
考
え
方

発行


